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大
正
12
年（
1
9
2
3
年
）に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
9
月
1
日
は「
防
災
の
日
」
、
８
月
30
日
～

９
月
５
日
が
「
防
災
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
9
月
1
日
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
す
る
状
況
に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生

し
た
こ
と
を
想
定
し
、
市
内
全
域
を
対
象
に
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
安
否
確
認
や
消
火
訓
練
な
ど
は
、
感
染
症

対
策
を
徹
底
し
て
実
施
し
、
炊
き
出
し
な
ど
一
部
の
訓
練
は
行
わ
な
い
よ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
災
害
の
状
況
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
宅
な
ど
の
防
災
対
策
も
進
め
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
、
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

9
月
1
日（
水
）は
、
富
士
市
総
合
防
災
訓
練

問
合
せ
／
防
災
危
機
管
理
課
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div.city.fuji.shizuoka.jp

タイムスケジュール 取組ポイント
特集　災害に備える

※�防災訓練の同報無線は、災害時と
同じ手順で放送します。

緊急地震速報

大津波警報発表
津波避難対象区域に避難指示を発令

地震発生

「訓練、地震です。訓練、地
震です。強い揺れに警戒して
ください（繰り返し）」

震源が富士市に近い場合、緊急地震速報が間に合わないこともあり
ます。次の取組を通して、地震に備えましょう。

あらかじめ備えていた手段で
緊急地震速報を確認する
実際に机の下など危険を避け
られる場所で、頭や身を守る
行動をとる
※ガスメーターは、強い揺れを
感知すると自動的にガスの供
給を遮断します。無理をして
ガスコンロの火を消しに行く
必要はありません。

9

(水）
1

以降

町内会（区）の自主防災活動（防災訓練）に参加する
※9月1日以外に実施する町内会（区）もあります。
※訓練の内容は町内会（区）によって異なります。
家庭内対策チェックシートを活用し、それぞれの家庭での地震対策
について確認する

チェックシートは、こちら
からダウンロードできます▶︎

「訓練、地震発生（繰り返し）
〈サイレン〉」

転倒しそうな家具や家電がな
いか確認する
※ふだんから身を守る行動がと
れないほどの強い揺れをイ
メージし、家の中の危険箇所な
どを点検する（耐震補強につ
いて詳しくは5ページ参照）。

「〈サイレン〉訓練、大津波警
報が発表されました。海岸付
近の方や津波避難対象区域の
方は、高台に避難せよ（繰り
返し）」

「訓練広報。ただ今の地震は
震度6強でした。火の元を確
認し、火災の発生に注意して
ください。また、今後の情報
に注意してください。こちら
は広報ふじです」

津波避難対象区域や急傾斜地
（崖地）の近くに住んでいる人
は、避難目標地点に避難する
停電した想定で通電火災に備
え、ブレーカーを落とす
家族の安否確認を行う
※防災週間（8月30日〜9月5日）
中は、被災地の人の安否確認
を行う「災害伝言ダイヤル（☎
171）」や、インターネットを利用
した「災害用伝言板（w

ウェブ
eb171）」

の体験利用ができます。
組（班）単位で安否確認を行い、
町内会（区）の集合場所や本部
に報告する(詳しくは3ペー
ジ参照)



安否確認の方法を再確認しましょう！
様々な自主防災活動の中で最初に取り組むべきことが、住民の「安否確
認」です。密を避け、迅速に安否確認できるよう、防災訓練の際に方法を
確認しておきましょう。

「無事な人」が無事を報告
安否確認の目的は、けが人などの「対応が必要な人」を明らかにするこ
とです。「無事な人」の報告が集まることで、対応の必要な人が判明します。
※「報告がない＝対応が必要」と考えます。

自ら報告に行く
自分が無事かどうかは町内の役員などに聞かれるまで待つのではなく、
自ら報告します。これにより、町内全体の情報が迅速に集約でき、応急対
策に早く着手できます。報告先や方法を事前に確認しておきましょう。

事前に安否確認シートを作成しておく
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町内会（区）の住人
（安否未確認）

対応不要
（無事な人）

対応必要
（死亡・けが人・要捜索者）

組長（班長）など 町内会（区）
自主防災会本部

報告がない人の対応に当たる

全員無事

個人または家族単位

被害あり

❸

❶

❷

1

2

3
報告するときは、家族構成とその安否や、住宅の被害状況などを知らせ
ます。このとき、多くの情報が集まるため、平常時に世帯構成をまとめた
名簿（安否確認シート）を作成しておくことで、災害時に迅速
な確認と情報の整理ができます。

避
難
者
の
受
付

◆
受
付
を
複
数
設
置
し
、
受
付
担
当
者
は
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
な
ど
を
装
着
す
る

◆
集
ま
っ
た
ら
ま
ず
体
調
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

◆
消
毒
液
を
設
置
し
、
手
指
消
毒
を
徹
底
す
る

◆
人
が
並
ぶ
と
き
は
、
２
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
を
開
け
る
よ
う
呼

び
か
け
る

自
主
防
災
活
動

◆
作
業
す
る
と
き
は
こ
ま
め
に
消
毒
す
る

◆
密
を
避
け
る
た
め
、
地
域
の
連
絡
体
制
を
整
え
る

事
前
に
準
備
す
る
も
の

マ
ス
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
温
計

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド　
　
　
　
消
毒
液

拡
声
器　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
仕
切
り　
な
ど

安否確認シートについて詳しくは、市ウェブサイトをご覧ください▶︎

コ
ロ
ナ
禍
で
の
防
災
訓
練

避
ひ

難
な ん

時
じ

携
け い

行
こ う

品
ひ ん

チェックリスト
いざというときに持

も
ち出

だ
せるよう

リュックサックなどに入
い
れておき

ましょう

保
ほ 存
ぞん 版

ばん

入
い
れ歯

ば
用
よう
洗
せん
剤
ざい

老
ろう
眼
がん
鏡
きょう

大
お と な
人用

よう
おむつ 補

ほ
聴
ちょう
器
き

飲
いん
料
りょう
水
すい
・保

ほ
存
ぞん
食
しょく

500ミリリットルのペットボト
ル、クラッカー、缶

かん
詰
づめ
、レトルト

食
しょく
品
ひん
など

衣
い
類
るい

下
した
着
ぎ
、ハンカチ、タオル、軍

ぐん
手
て
、

雨
あま
具
ぐ
、防

ぼう
寒
かん
具
ぐ
など

懐
かい
中
ちゅう
電
でん
灯
とう
・携

けい
帯
たい
ラジオ

予
よ
備
び
の電

でん
池
ち
やライターなども準

じゅん
備
び

しておくと安
あん
心
しん

医
い
療
りょう
品
ひん
・衛

えい
生
せい
用
よう
品
ひん

救
きゅう
急
きゅう
セット、常

じょう
用
よう
薬
やく
、常
じょう
備
び
薬
やく
、お

薬
くすり
手
て
帳
ちょう
、歯

は
磨
みが
きセット（シート）

貴
き
重
ちょう
品
ひん

現
げん
金
きん
（小

こ
銭
ぜに
も）、預

よ
金
きん
通
つう
帳
ちょう
、印

いん

鑑
かん
、保

ほ
険
けん
証
しょう
や免

めん
許
きょ
証
しょう
の写

うつ
し

そのほか
筆
ひっ
記
き
用
よう
具
ぐ
、ビニール袋

ぶくろ
、ヘルメッ

ト、笛
ふえ
など

生
せい
理
り
用
よう
品
ひん

ビデ

紙
かみ
おむつ、おしり拭

ふ
き

マスク 体
たい
温
おん
計
けい

ヘアゴム・くし化
け
粧
しょう
品
ひん

粉
こな
ミルク・哺

ほ
乳
にゅう
瓶
びん
・離

り
乳
にゅう
食
しょく

消
しょう
毒
どく
液
えき

スリッパ

おもちゃ 母
ぼ
子
し
手
て
帳
ちょう
の写

うつ
し

除
じょ
菌
きん
シートごみ袋

ぶくろ

女
じょ

性
せい

赤
あか

ちゃん

高
こう

齢
れい

者
しゃ

感
かん

染
せん

症
しょう

対
たい

策
さく

被
害
を
減
ら
す
自
主
防
災
活
動
と
感
染
症
対
策
を
両
立
さ
せ

る
た
め
に
、
必
要
な
活
動
計
画
を
地
域
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

毎
まい
日
にち
使
つか
っていて、ないと困

こま
るもの

※�ふだん使
つか
っているものを記

き
入
にゅう
し

てください。

◦�充電器
◦�
◦

◦�
◦�
◦
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災害時の
トイレ対策、
していますか？

携
帯
ト
イ
レ
を
使
っ
て
み
よ
う
！

災
害
時
は
、
緊
張
や
不
安
と

い
っ
た
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
た

め
、
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
負

担
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

平
常
時
に
、
携
帯
ト
イ
レ
の
設

置
手
順
を
確
認
し
、
実
際
に
使
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。「
使
っ
た
こ
と

が
あ
る
」
と
い
う
経
験
は
、
被
災

生
活
の
負
担
を
和
ら
げ
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
、
飲
み
水
や
食

料
だ
け
で
な
く
、
携
帯
ト
イ
レ
も

併
せ
て
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
…

震
度
5
弱
以
上
の
地
震
を
感
知

し
た
り
、
停
電
に
な
っ
た
り
す
る

と
断
水
が
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、

上
・
下
水
道
や
排
水
設
備
の
破
損

な
ど
も
発
生
し
ま
す
。

下
水
道
や
排
水
設
備
が
破
損
し

て
い
る
状
態
で
無
理
に
水
を
流
す

と
、
詰
ま
っ
た
り
汚
水
が
逆
流
し

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

大
規
模
災
害
発
生
直
後
は
、

携
帯
ト
イ
レ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う

　
携
帯
ト
イ
レ
は
、
便
袋
と
給
水

シ
ー
ト
（
も
し
く
は
凝
固
剤
）
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
り
、
水
洗
ト
イ

レ
が
使
用
で
き
な
い
場
合
の
代
用

品
と
な
り
ま
す
。

・
水
を
使
わ
な
い

・
排
せ
つ
物
を
固
め
る

携
帯
ト
イ
レ
の
使
い
方

①�

便
器
に
大
き
め
の
市
販
の
ポ
リ

袋
（
下
地
袋
）
を
か
ぶ
せ
る

②�

そ
の
上
に
携

帯
ト
イ
レ
を

設
置
す
る

③�

使
用
後
は
携

帯
ト
イ
レ
だ

け
を
外
し
処

分
す
る

使
用
後
の
保
管
と
処
分

　
使
用
後
の
携
帯
ト
イ
レ
は
、
ご

み
の
収
集
が
再
開
さ
れ
る
ま
で
は
、

一
時
的
に
自
宅
な
ど
で
保
管
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
の
よ
う
に

保
管
・
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

�
保
管
方
法
／
蓋
つ
き
の
バ
ケ
ツ
な

ど
、
密
閉
で
き
る
容
器
に
入
れ
、

そ
の
他
の
可
燃
ご
み
と
分
け
て

お
く

携帯
トイレ

①③

②

処
分
方
法
／
回
収
時
の
し
尿
飛
散

防
止
の
た
め
、
ご
み
袋
の
中
心

に
入
れ
、
可
燃
ご
み
と
し
て
処

分
す
る

使用後の携帯トイレ

「災害時の備蓄」と言えば、飲
み水や食料を思い浮かべる人が
多いのではないでしょうか？
しかし、飲食の後にはトイレが
つきものです。
災害時のトイレ対策が必要な理
由や方法を知って、いざという
ときに備えましょう！

非
ひ

常
じょ う

用
よ う

備
び

蓄
ち く

品
ひ ん

自
じ

宅
たく

に備
そな

えておきたい

被
ひ
災
さい
後
ご
も自

じ
宅
たく
で生

せい
活
かつ
を送

おく
れるよう、

水
みず
・食
しょく
料
りょう
、トイレは 7

な の か
日分

ぶん
以
い
上
じょう
の

備
び
蓄
ちく
をお願

ねが
いします。

飲
いん

料
りょう

水
すい

1日
にち
3リットル 1日

にち
3食

しょく

一
ひ と り

人分
ぶん

の目
め

安
やす

（1日
にち

分
ぶん

）

ローリングストック法
ほう
（回

かい
転
てん
備
び
蓄
ちく
）で！

携
けい

帯
たい

トイレ

カセットコンロ・ボンベ

4人
にん

家
か

族
ぞく

の場
ば

合
あい

…

1
ひと
人
り
1
いち
日
にち

約
やく

５回
かい 人

にん

数
ずう

分
ぶん

× × 7
な の か

日分
ぶん

以
い

上
じょう

携
けい

帯
たい

トイレと合
あ

わせて多
おお

めに
買
か

い置
お

きしておくと安
あん

心
しん

！

食
しょく

料
りょう

日
にち
常
じょう
使
つか
う食

しょく
材
ざい
や非

ひ
常
じょう
用
よう
の食

しょく
料
りょう
品
ひん

を、消
しょう
費
ひ
した分

ぶん
だけ補

ほ
充
じゅう
してい

く方
ほう
法
ほう
。古

ふる
いものから先

さき
に使

つか
う

ように収
しゅう
納
のう
しておくと、うまく

循
じゅん
環
かん
できます。

水
すい
洗
せん
トイレが使

つか
えるようになる

まで1か月
げつ
以
い
上
じょう
かかる場

ば
合
あい
があ

ります。1日
にち
に行

い
くトイレの

回
かい
数
すう
や、家

か
族
ぞく
の人

にん
数
ずう
に応

おう
じて、

必
ひつ
要
よう
数
すう
を確

かく
保
ほ
しましょう。

温
あたた
かいものを食

た
べるために必

ひつ
要
よう

▼食
しょく
料
りょう
品
ひん
の例

れい

レトルト食
しょく
品
ひん
、缶

かん
詰
づめ
、インスタ

ントラーメン、パスタ類
るい
、調

ちょう
味
み

料
りょう
、乾

かん
物
ぶつ
、野

や
菜
さい
ジュースなど

ポリ袋
ぶくろ
（45リットルなど大

おお

きめのもの）

トイレットペーパー
ウエットティッシュ
消
しょう
臭
しゅう
・消

しょう
毒
どく
剤
ざい

約
やく

140 個
こ

必
ひつ

要
よう


